
小児看護実践の基礎とは？

　3年次後期に行われる臨地実習『子
ども保健看護学実習』（小児病棟、小
児科外来、重症心身障害児（者）施設、
保育園など）の前提となる学修とし
て、3年次前期（4月〜7月）に開講さ
れるのが『小児看護実践の基礎』で
す。少子化の中では、子どもと接す
る経験が限られている学生も少なく
ありません。そうした中でも、子ども
への関心が芽生え、「小児看護をして
みたい」と思えるような授業設計に
工夫を凝らしています。

発達段階に応じた 
実践的な看護力を

　この実践的な内容に入る前段階と
して、2年次後期（10月〜 1月）の『小
児看護学概論』を通して、地域で生
活する健康な子どもと家族の発達や
健康課題について理解を深めていき
ます。これらの知識を土台とし、病
気の子ども一人ひとりとその家族の
発達段階に応じた実践的な看護力を
身につけていくのが、この科目です。
　『小児看護実践の基礎』では、健

康な子どもの発達段階の特徴を踏ま
え、病気が子どもや家族に及ぼす影
響を理解し、家族を一つの単位とし
て捉えた看護を展開する力を養いま
す。授業では、小児科医師による小
児期に多く見られる疾患の講義のほ
か、看護としては発熱・脱水・呼吸
困難といった症状や、急性期・慢性
期・在宅・終末期などさまざまな状
況における子どもと家族への支援方
法を学びます。こうした学びをもとに、

『看護過程』という系統的な看護の展
開方法を、ペーパーペイシェント（架
空の患者）を用いた演習をします。
　令和7年度は、小学校低学年の小
児がん患者とその家族を想定した事
例を取り上げ、身体的・心理社会的
側面や家族の状況から看護上の問題
を見出し、看護計画を立案しました。

机上の学修だけでは 
得られない気づき

　技術演習でもペーパーペイシェン
トを用います。モデル人形を使った体
温・血圧の測定などのバイタルサイン
測定や、ロールプレイ形式による経口
与薬（粉薬の飲ませ方）などの看護計
画を立案し、学生は看護師役・子ども
役・観察者役を交替で体験します。「実
際にやってみないとわからなかったこ
と」や「子どもへの説明の難しさ」など、
机上の学修だけでは得られない気づき
が生まれています。これらの演習を通
して約3か月間にわたり一人の架空の
子どもに寄り添い続ける体験を積み重
ねていきます。
　また、令和6年度からチューター制
度を導入し、4年次生が技術演習に参
加しました。3年次生にとっては先輩
の姿を通して未来を描く機会となり、
4年次生にとっても自身の成長を再確
認できる有意義な時間となりました。

林研究室では

　林研究室では、主として、中学校の
技術科、高校工業科の教員志望であ
り、特に機械やそれに関連する教育に
興味がある学生が活動します。このた
め、研究内容としては、機械に関する
研究や技術教育に関する研究が中心
となります。ここでは、研究室での研
究紹介に先立ち、まず簡単に機械の
捉え方とその教育の関連について、「て
こ」を皮切りに説明します。

技術の発展から見えてくる 
研究課題

　「てこ」を用いると、支点、力点、
作用点の位置関係によって、どんなに
重たいものでも持ち上げることができ
そうに思えます。しかし、実際に重い
ものを持ち上げようとすると、「てこ」
は折れてしまうことがあります。これで
は、「てこ」としての機能が十分である

とは言い難いでしょう。機械でも、設
計段階において、熱エネルギーや電気
エネルギーなどをどのように変換し伝
達するかということを考えると同時に、
そのエネルギー変換・伝達によって発
生する力によって壊れないように考えて
おります。
　機械は、どんどん複雑になっていき
ますが、そのような機械が壊れないで
正常に機能するように設計することが求
められます。そこでは、今までにはなかっ
た新しい問題が生じます。本研究室で
は、これに応じるために機械が「壊れ
るか壊れないか」の評価法に関する研
究を行っています。
　また、この「てこ」の例で示した技
術の発展をもっと広い視野で見ること
により、工学の成立を明らかにして、
それを踏まえた中等教育段階における
技術教育の教育内容開発の研究をし
ます。以下にそのテーマ例を示します。

①はんだの熱疲労寿命評価における
　有限要素解析技術に関する研究

　はんだ接合部では、電源のON・
OFFなどによる周期的な温度によって、
熱変形がはんだ接合部に生じ、疲労
破壊してしまいます。このため、電子
機器の開発では、はんだ接合部の疲
労破壊を正確に評価することが重要
事項となっています。その熱疲労寿命
評価ではパソコンによる大規模計算を
用いた手法が大いに活用されています。
このパソコンによる大規模計算の手法
をより適切なものとするための研究をし
ています。

②力学教材の開発研究
　小学校・中学校・高校におけるメカ
トロニクス教育では、センサや電気・
電子制御の学習が中心であり、エネル
ギーマネジメントなどと関連づけられる
力学的な内容との関連が希薄なものと
なっています。このため、生徒が、小
さな力を基に大きな力を生み出す機能
をもつ動力伝達装置の仕組み・原理
を理解することを目的としたメカトロニ
クス教材を開発します。
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